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き の こ 道 へ の お 導 き 

 

近藤 綾子 
 

2007 年末に入会いたしました近藤と申し

ます。私は広島県出身です。物心ついた頃は、

今は少なくなった近所の野原や田圃にて、生

き物や草花に親しんでいたことを思い出しま

す。見たものはその時に、まだ見ぬものには

色々と思いを馳せながら図鑑を片手に名前を

覚えたものです。 

きのことの出会いもあったはずなのです

が、確信を持った出会いはずっと後のことで

す。それから多感な年頃に入ると、それまで

抱いていた生き物への関心に引け目を感じる

ようになり、幼い日々のことは良き思い出と

して何とはなしに封印していたような気がし

ます。 

そんな私が大学では何故だかワンダーフ

ォーゲル部に所属し、県内から国内まで色々

な山に登り、自然の形容の魅力にはまってい

きました。封印していたといいながらあの原

風景はしっかりと心の大事な場所に根ざして

いたのでしょう。きのことの印象的な出会い

は、その頃にありました。部の活動で、県西

部の中国山地の山に登った時のことです。こ

の年は、甚大な被害をもたらした台風 19号か

ら何年か後の、きのこ大豊作の年で、あちこ

ちになぎ倒された樹齢ウン十年程のブナ、ミ

ズナラ等の巨木、更には地面から様々なきの

こが沢山生えていました。 

私は思わず活動を忘れ、嬉々として（事も

あろうに！）ビニール袋に大量に入れ込みま

したが、案の定中でぐちょぐちょ…。その後

「これ、何のきのこかね？」と仲間に尋ねて

みましたが、同定出来る人はおらず、結局全
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部山に返してしまいました。しかし、きのこ

にも必ず名前があり食べられるものもあった

はず…。その時の喜びと後悔は、楽しく苦い

思い出となって強く残りました。 

その１年後、偶然大学のキャンパスできの

こを採集されていた、広島きのこ同好会会員

の山手万知子先生との出会いがあり、初めて

きのこの世界を知ることとなりました。関東

には縁あって参りましたが、こちらでも何ら

かの形できのことの関わりをと思っていたと

ころ、昨年行われたきのこアドバイザー研修

にトライし、全国で活躍されている方々より

触発を受け、講師として来られていた吹春先

生をおたずねし、当会に入会させて頂きまし

た。 

アリの歩みででも一つずつ同定が出来る

ようになるのを目標としております。好奇心、

探究心旺盛な皆様のお仲間に入れて頂けて嬉

しい限りです。よろしくお願い致します。 


